
横浜市立大学・医学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２２７０１

基盤研究(B)（一般）

2017～2013

都市部における一人暮らし高齢者の社会的孤立予防プログラムの標準化と評価指標の確立

Development of a standardized program and evaluation tool for preventing social 
isolation among community-dwelling older people in an urban community

３０３３３７２７研究者番号：

田高　悦子（Tadaka, Etsuko）

研究期間：

２５２９３４７３

平成 年 月 日現在３０   ６   ８

円    13,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究は独居高齢者の社会的孤立予防プログラムならびにCommunity Commitment 
Scale(地域志向性尺度)およびSelf-Efficacy Scale for Preventing and Alleviating Social Isolation among
 the Community-dwelling elderly people(地域見守り効力感尺度)（日英版）を開発し、評価したものである。
これらは今後の社会実装を経て独居高齢者個人の尊厳のみならず、地域社会の安寧に貢献するだろう。

研究成果の概要（英文）：Among older people in developed countries, social isolation leading to 
solitary death has become a public health issue of vital importance. Such isolation could be 
prevented by monitoring at-risk individuals at the neighborhood level and by implementing supportive
 networks at the community level. However, a means of measuring community power in these measures 
and standardized program have not been established. In this project, we have developed the two 
measures with adequate reliability and validity; the Community Commitment Scale (CCS) and the 
Self-Efficacy Scale for Preventing and Alleviating Social Isolation among the Community-dwelling 
elderly people (SES-PS;mimamori scale) and standardized community-based and community oriented 
program for community members. These scales and program are potentially useful for promoting health 
policies, practices, and interventions within communities not only for older people but also in 
public well-being.

研究分野：看護学・公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
 我が国の一人暮らし高齢者数は一貫した
増加を続けている。この一人暮らし高齢者の
増加は子らと同居しないライフスタイルが
浸透し、非婚率や離婚率が上昇する大都市圏
で顕著である。一人暮らし高齢者については、
緊急時や災害等への対応が脆弱であること
等、地域保健上、着眼すべき populationであ
ることはすでに知られているが、今日、深刻
で重大な社会問題となりつつある課題は、家
族や近隣、地域（コミュニティ）とほとんど
接触や交流がない、「社会的孤立 (social 
isolation)」である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、都市部における一人暮らし高齢
者の社会的孤立予防プログラムを標準化す
るとともに、その評価指標を確立することで
ある。 
 
３．研究の方法 
研究は、Phase Ⅰ（25～26年度）、Phase
Ⅱ（27～29 年度）からなる。 

PhaseⅠでは評価指標について、PhaseⅡ
ではプログラムについて検証し、総括した。 
 
４． 研究成果 
H25年度 
 都市部の高齢者ならびに地域住民を対象
に２種の評価指標Community Commitment 
Scale(地域志向性尺度)及び Self-Efficacy 
Scale for Preventing and Alleviating Social 
Isolation among the Community-dwelling 
elderly people(地域見守り効力感尺度)（日本
語版・英語版）を開発した。 
 
H26年度 
 都市部の高齢者（一人暮らし高齢者含む）、
保健医療福祉専門家および地域住民を対象
に量的調査ならびに質的調査を実施し、２種
の評価指標における有用性および使用性を
検証した。また 2種の評価指標に関連する諸
要因を検討した。 
 
H27年度 
 都市部の虚弱高齢者および同区の小学校
児童を対象に世代間交流プログラムを開発
し、その有効性について 2種の評価指標等を
用いて検証し、虚弱高齢者において地域見守
り自己効力感、地域コミットメントの向上等
を観察した。 
 
H28～29年度 
 国内外の最新文献及び先駆的フィールド
をレビューし、一人暮らし高齢者の社会的孤
立予防プログラムの標準化に向けた定義、目
的、対象、枠組み、体制、有効性等について
記述のうえ、プログラムの標準化にむけた理
論を総括した。 
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